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Ⅰ．「分離派（Secession／Sezession）」、その名の由来について 

 

・古代ローマ時代の民衆離反（secessio plebis）Vgl. Ver Sacrum, Jg. 1, Heft 1, S. 1ff. 

・アメリカ南北戦争時の南部諸州（Secession） 

・ドイツ帝国成立後の 1880 年、国民自由党における党内左派の分離（Sezession／Sezessionist） 

 →綱領してのルートヴィヒ・ランベルガー著『分離派（Die Sezession）』（1881年）の刊行 

 

新たな経済政策の要請／自由主義貿易支持／政治・経済における自由主義 

 

Ⅱ．三つの分離派 ― その設立の背景と目的 

 

1) ミュンヘン分離派（Münchener Secession） 

 

設立日：1892年 4月 4日 

正式名称：ミュンヘン造形芸術家協会―ミュンヘン分離派（Verein Bildender Künstler Münchens – 

Münchener Secession） 

設立目的：芸術制作の自由と民主的な作品評価の場（展覧会とその会場）の確保 

主な参加作家：Fritz von Uhde, Wilhelm Trübner, Hans Thoma, Franz von Stuck, Lovis Corinth, Max 

Liebermann, Peter Behrens, Richard Riemerschmid, Paul Schulze-Naumburg  u. a. 

参加人数：ミュンヘン芸術家組合（Münchener Künstlergenossenschaft、会員 1020名）から「分離」し

た 96名 

支援者（パトロン）：Georg Hirth（出版人：『Münchener Neueste Nachricht』紙、雑誌『Jugend』発行） 

展覧会建物：パウル・プファン（Paul Pfann）設計、1893年 7月 16日開館（但し 5年間の臨時建物で

1898年に解体） 

 

「芸術というものは我々の展覧会で見られるべきものであり、比較的過去の傾向であっても最新の傾

向であっても、ミュンヘンの名誉と成るような作品の才能ある制作者は、その花を十全に開花させる

ことができるべきである。」（「Memorandum（覚書）」より、『ミュンヘン新報』1892 年 7月 21日） 

 

2)  ベルリン分離派（Berliner Secession） 

 

設立日：1898年 5月 2日 

正式名称：ベルリン分離派（Berliner Secession） 

設立目的：国家による芸術に対する統制からの解放。より良い展覧会活動ならびに近代的な芸術の

在り方についての指針の探求 

主な参加作家：Max Liebermann, Walter Leistikow, Lovis Corinth, Max Slevogt, Hugo von Habermann, 

Ferdinand Hodler, Max Klinger, Edvard Munch, Emil Orlik, u. a. 

参加人数：ベルリン芸術家協会（Verein Berliner Künstler 会員 584名）から「分離」した 65名 

支援者（パトロン）：Paul und Bruno Cassirer（出版人・画廊主） 



展覧会建物：ハンス・ギースバハ設計、1899 年 5 月 19 日開館（但し建設地は、当時まだベルリン市

に未編入のシャルロッテンブルク地区） 

 

「我々にとっては、芸術に唯一至福の方向性というものがあるわけではなく、―どのような方向性に

属すのであれ―正直な感覚が体現されている作品こそが、我々にとって芸術作品なのだ。単なる職業

的反復であったり、芸術が乳搾りの牛であるかのような表面的な技巧は、原則として排除される。」（第

1 回分離派展カタログより） 

 

3)  ウィーン分離派（Wiener Secession） 

 

設立日：1897年 4月 3日 

正式名称：オーストリア造形芸術家協会―ウィーン分離派（Vereinigung Bildender Künstler Österreichs - 

Wiener Secession） 

設立目的：展覧会事業の刷新を通じての近代的芸術館の喚起、新たなオーストリア芸術の創成とその

浸透 

主な参加作家：Gustav Klimt, Carl Moll, Josef Hoffmann, Koloman Moser, Josef Maria Olbrich, Rudolf von 

Alt, Josef Engelhart, Alfred Roller, Felician Freiherr von Myrbach, u. a. 

参加人数：ウィーン造形芸術家組合（Genossenschaft Bildender Künstler Wiens、通称キュンストラーハ

ウス Künstlerhaus 会員 383名）から「分離」した 19 名 

支援者（パトロン）：Karl Wittgenstein（実業家・製鉄業） 

展覧会建物：Josef Maria Olbrich 設計、1898年 11月 11日開館（分離派展示館の中で唯一現存） 

 

「1. オーストリア造形芸術協会は、純粋に芸術的な関心の促進、とりわけ、オーストリアにおける芸

術感覚の高揚をその使命とする。2. この使命を達成するためには、次のようなことを行わなければな

らない。国内外のオーストリア人芸術家を結集し、すぐれた他国の芸術家たちとの活発な交流に努め、

市場的な正確にとらわれない展覧会をオーストリアに確立し、外国の展覧会でのオーストリア芸術の

普及を図り、自国の創作活動を刺激し、芸術の発展状況についてオーストリアの民衆を啓発するため、

他国の最も重要な芸術成果を紹介する。」（機関誌『ヴェル・サクルム』創刊号より） 

 

Ⅲ．「分離派」とは？ 

 

三つの分離派における共通点： 

・国際主義 

・芸術家そして芸術における自由の希求 

・展覧会活動による「近代（芸術／的感覚）」のプロモート 

 

三つの分離派における相違点： 

・人的交流の位相（重複する正会員のミュンヘン・ベルリン／重複は通信会員のウィーン） 

・諸芸術間の位相（応用芸術を含むミュンヘンとウィーン／純粋芸術のみのベルリン） 

・政治的位相（反政府的ミュンヘンとベルリン／親政府的ウィーン） 

 

「分離派」とは特定の芸術の傾向を指し示すわけではなく、芸術の新たなプラットフォームを求める

運動だと言える。 

 

「分離派という理念に従えば、分離派は成功に安穏とすることはできない。それは静止点ではなく、

道程である。（…）それは、来るエネルギーを何度も繰り返し動員することである。」（第 26回ベルリ

ン分離派展カタログ（1913年）より） 

 



Ⅳ．「分離派（Secession）」「様式（Stil）」？ 

 

狭義には、ウィーン分離派の応用芸術に見られる造形上の特性を指す。 

 ← ウィーン分離派のコーポレート戦略による宣伝効果と商業的成功 

 

「『ディ・フレッヒェ』は見事な作品だ。最も純粋な分離派様式（Sezessionsstil）で作られたカラーそ

してモノクロの極めて興味深い図案による、ほとんど無尽蔵とも言えるコレクションである。当初は、

その誇張した表現を、奇妙だとか見慣れないものと思うかもしれないが、そこには夢中になるほどの

新鮮な解釈や、繊細な趣味の色彩感覚、常に新たな喜びを与えてくれる豊かなファンタジーが息づい

ている。」 

（『ディ・フレッヒェ』（1910/11 年）のカバー裏に掲載された『Jahrbuch für den Zeichnen- und 

Kunst-Unterricht』誌の書評） 
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